
資質・能力への理解を深め、
幼児一人一人の学びを支える職員の資質向上を目指す

〜 神戸大学附属幼稚園の研究開発学校の取組への
研究協力を職員研修に位置付けて 〜
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【令和6〜
9年度】

⽂部科学省 研究開発学校
幼稚園教育要領における５領域の構成
と要領上の⽤語の不⼀致が、⼩学校教
師の幼児教育への理解を停滞させてい
る⼀因と考える。そこで、領域の枠組
みを資質・能⼒の観点から再編し、要
領上の⽤語の整合性を図ることにより、
幼⼩双⽅の教師の理解を促進し、幼⼩
の接続を推進するカリキュラムと指導
⽅法の研究開発を⾏う。

【平成29〜
31年度】

⽂部科学省 研究開発学校
幼稚園と⼩学校の円滑な接続に資する、
⼦どもの学びに着⽬した、幼児教育と
⼩学校教育９年間を⼀体としてとらえ
た教育課程の⼤綱となる「初等教育要
領」の充実

【平成25〜
28年度】

⽂部科学省 研究開発学校
幼稚園と⼩学校の円滑な接続に資する、
⼦どもの学びに着⽬した、幼児教育と
⼩学校教育９年間を⼀体としてとらえ
た教育課程の⼤綱となる「初等教育要
領」の開発

【平成22〜
24年度】

⽂部科学省 研究開発学校
幼稚園教育と⼩学校教育の接続期にお
ける円滑な接続のための新分野創設に
向けたカリキュラムと指導⽅法等の研
究開発

【平成12〜
14年度】

⽂部科学省 研究開発学校
社会を創造する知性・⼈間性を育むこ
とをめざした新しい教育システムの開
発

幼稚園入園から中学校卒業までの子どもの学びの過
程を整理し「学びの一覧表」を作成

※「学びの一覧表」とは、本校園の幼小中の全教師が、日々の実践か
ら「子どもの事実」、「解釈」、「学び」を「学びのカード」に
書き綴り、3歳（幼稚園年少児）から14歳（中学校3年生）までの
総数約6,000に及ぶ「学びのカード」を分類・整理し、ボトム

アップで一覧表にまとめていったものであり、本校園における子
どもの学びを体系化したもの。

１０の方向と４０の道筋で幼児教育を可視化し、幼小
をつなぐ幼児期のカリキュラムを提案（『神戸大学附属
幼稚園プラン』）

※10視点により幼児期の教育においてめざす方向を示し、40下位項

目という詳細な観点毎に、入園から修了までの３年間の子どもに

期待する学びの道筋を、ねらいの道筋として示し 、「10視点カリ

キュラム」の取組を深める。日本の幼児教育現場において実現
可能な様々なドキュメンテーションの取組も提案。

⽂部科学省 研究開発学校としての取組より（平成12年度以降を抜粋）

９年間を一体として捉えた教育課程の大綱となる「初
等教育要領」の開発と充実を進め、「資質・能力カリ
キュラム」を提案（『新神戸大学附属幼稚園プラン』）

※本プランは、資質・能力のフィルターを通して、「10視点カリキュ

ラム」を見直したものであり、詳細な資質・能力の観点を有するカリ
キュラムである。なお、開発・充実した本園の教育課程及び指導計画
は、実践データとしての実践記録及びドキュメンテーション等を根拠

としたカリキュラム・マネジメントの過程までも公開。カリキュラム・
マネジメントを継続し、保育者の資質向上と保護者の幼児教育への

理解促進を同時に実現する仕組みをあわせて提案。

⼦どもの学びを⾒取る観点としても、ねらいの観
点としても使いやすく、⼩学校の教師にとっても
理解しやすいカリキュラムをめざし、神⼾⼤学附
属幼稚園の詳細な資質・能⼒の具体を、⽂部科学
省が⽰している資質・能⼒の観点から再整理。

平
成
12
年
度
よ
り
'
一
貫
し
て
'
事
実
に
基
づ
く
子
ど
も
の
学
び
を
基
に
し
た
カ
リ
キ
=
ラ
ム
開
発
を
継
続









⽂部科学省 幼児教育担当指導主事・担当者及び幼児教育と⼩学校教育の接続に関する担当指導主事会議 令和7年5⽉29⽇(⽊)
「幼児期及び幼保⼩接続期の教育の質的向上について」⽂部科学省 幼児教課⻑ 前⽥幸宣⽒ 資料より抜粋







• ヘックマンの「幼児教育の投資効果」の根拠となる「ペリー就
学前計画」で実施された幼児教育プログラム

ハイスコープ・カリキュラム
・幼児は、周囲の環境に能動的に関わりながら発達する存在
・時間と空間の構造化
・Plan-Do-Reviewという⼀連の過程の重視
・「アクティブラーニング」の重視

環境を通しての教育／遊びを通しての指導

教師の環境構成・援助等を捉える具体的観点②

アクティブラーニングの5要素

全附連幼稚園部会資料
千葉⼤学 砂上史⼦⽒



High
Quality

Free
Play

Direct
Teaching

Baby 
Sitting

⼦どもの
能動性 ⾼い

⼦どもの
能動性 低い

⼤⼈の能動性 低い

⼤⼈の能動性 ⾼い

質の⾼い幼児教育とは、⼤⼈も⼦どもも能動的(Active)で、コントロールを共有 
(Shared Control）している。

ハイ・スコープカリキュラムの特⻑

評価項⽬・指標で、⼦どもの能動性（⼦どもの具体的姿）と⼤⼈の能動性（環境
構成・援助等）の両⽅が把握できることが重要

全附連幼稚園部会資料
千葉⼤学 砂上史⼦⽒



「環境を通して⾏う教育」

環境の中に教育的価値を含ませながら、
幼児が⾃ら興味や関⼼をもって環境に取り組み、

試⾏錯誤を経て、
環境へのふさわしいかかわり⽅を⾝に付けていくこと

を意図した教育

第１章 総 則
第１ 幼稚園教育の基本



幼児の主体性と教師の意図
環境を通して⾏う教育は、
幼児の主体性と教師の意図がバランスよく絡み合って成り⽴つ

幼稚園教育が⽬指しているものは、
× 幼児が⼀つ⼀つの活動を効率よく進めるようになること
○ 幼児が⾃ら発達に必要なものを獲得しようとするようになること

× いろいろな活動を教師が計画したとおりに、全てを⾏わせることにより
育てられるものではない

○ 幼児⾃ら周囲の環境に働き掛けて様々な活動を⽣み出し、それが幼児の
意識や必要感、あるいは興味などによって連続性を保ちながら展開され
ることを通して育てられていく

× 教師主導の⼀⽅的な保育の展開
○ ⼀⼈⼀⼈の幼児が教師の援助の下で主体性を発揮して活動を展開してい
くことができるような幼児の⽴場に⽴った保育の展開



⽇々の⽣活する姿を捉えることが求められる
・何に関⼼を抱いているのか
・何に意欲的に取り組んでいるのか
・何に⾏き詰まっているのか など

幼児の主体性と教師の意図

幼児の⽣活や発達を⾒通して指導の計画を⽴てる
・今幼児が取り組んでいることは

その幼児にとって⼗分なことなのか
・新たな活動を⽣み出すことができることなのか など

捉えた姿からどんなに幼児の願いを受け⽌め、⼯夫して計画しても、その中で幼児が何を体験するかは幼児の活動にゆだねるほかはない場合もある

× 「幼児をただ遊ばせている」だけでは教育は成り⽴たない
○ ⼀⼈⼀⼈の幼児に今どのような体験が必要なのだろうかと考え、そのため

にはどうしたらよいかを常に⼯夫し、⽇々の保育に取り組んでいく

しかし

活動の主体は幼児
教師は活動が⽣まれやすく展開しやすい
ように意図をもって環境を構成 発達に必要な体験





幼稚園教育において育みたい資質・能⼒及び
「幼児期の終わりまでに育っ てほしい姿」

第２ 幼稚園教育において育みたい資質・能⼒及び「幼児期の終わりまでに育っ てほ
しい姿」 

１ 幼稚園においては，⽣きる⼒の基礎を育むため，この章の第1に⽰す幼稚 園教育の
基本を踏まえ，次に掲げる資質・能⼒を⼀体的に育むよう努めるも のとする。
(1) 豊かな体験を通じて，感じたり，気付いたり，分かったり，できるように

なったりする「知識及び技能の基礎」
(2) 気付いたことや，できるようになったことなどを使い，考えたり，試した

り，⼯夫したり，表現したりする「思考⼒，判断⼒，表現⼒等の基礎」
(3) ⼼情，意欲，態度が育つ中で，よりよい⽣活を営もうとする「学びに向かう

⼒，⼈間性等」

２ １に⽰す資質・能⼒は，第２章に⽰すねらい及び内容に基づく活動全体によって育
むものである。

３ 次に⽰す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は，第２章に⽰すねらい及び内
容に基づく活動全体を通して資質・能⼒が育まれている幼児の幼稚 園修了時の具体
的な姿であり，教師が指導を⾏う際に考慮するものである。

３つの資質・能⼒

５つの領域

１０の姿



⼩学校学習指導要領（平成29年告⽰）
第１章 総則

第３ 教育課程の役割と編成等
４ 学校段階間等の接続

教育課程の編成に当たっては、次の事項に配慮しながら、学校段階
間等の接続を図るものとする。

(1) 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を⼯夫する
ことにより、幼稚園教育要領等に基づく幼児期の教育を通して育ま
れた資質・能⼒を踏まえて教育活動を実施し、児童が主体的に⾃⼰
を発揮しながら学びに向かうことが可能となるようにすること。

また、低学年における教育全体において、例えば⽣活科において
育成する⾃⽴し⽣活を豊かにしていくための資質・能⼒が、他教科
等の学習においても⽣かされるようにするなど、教科等間の連携を
積極的に図り、幼児期の教育及び中学年以降の教育との円滑な接続
が図られるよう⼯夫すること。特に、⼩学校⼊学当初においては、
幼児期において⾃発的な活動としての遊びを通して育まれてきたこ
とが、各教科等における学習に円滑に接続されるよう、⽣活科を中
⼼に、合科的・関連的な指導や弾⼒的な時間割の設定など、指導の
⼯夫や指導計画の作成を⾏うよう努めるものとする。



⼩学校学習指導要領（平成29年告⽰）

第２章 各教科

第５節 ⽣活

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。
(4) 他教科等との関連を積極的に図り、指導の効果を⾼め、低学年に

おける教育全体の充実を図り、中学年以降の教育へ円滑に接続でき
るようにするとともに、幼稚園教育要領等に⽰す幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿との関連を考慮すること。特に、⼩学校⼊学当
初においては、幼児期における遊びを通した総合的な学びから他教
科等における学習に円滑に移⾏し、主体的に⾃⼰を発揮しながら、
より⾃覚的な学びに向かうことが可能となるようにすること。その
際、⽣活科を中⼼とした合科的・関連的な指導や、弾⼒的な時間割
の設定を⾏うなどの⼯夫をすること。

※国語、算数、⾳楽、図画⼯作、体育、特別活動においても、同様の記載



「幼児期の終わりまでに育っ てほしい姿」(1)〜(5)
(1) 健康な⼼と体

幼稚園⽣活の中で，充実感をもって⾃分のやりたいことに向かって⼼と 体を⼗分に働かせ，
⾒通しをもって⾏動し，⾃ら健康で安全な⽣活をつく り出すようになる。 

(2) ⾃⽴⼼
⾝近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で，しなければならないことを⾃覚し，⾃

分の⼒で⾏うために考えたり，⼯夫したりしながら，諦めずにやり遂げることで達成感を味わ
い，⾃信をもって⾏動するようになる。 

(3) 協同性
友達と関わる中で，互いの思いや考えなどを共有し，共通の⽬的の実現に向けて，考えたり，

⼯夫したり，協⼒したりし，充実感をもってやり遂げるようになる。
(4) 道徳性・規範意識の芽⽣え

友達と様々な体験を重ねる中で，してよいことや悪いことが分かり，⾃分の⾏動を振り返った
り，友達の気持ちに共感したりし，相⼿の⽴場に⽴って⾏動するようになる。また，きまりを守
る必要性が分かり，⾃分の気持ちを調整し，友達と折り合いを付けながら，きまりをつくった
り，守っ たりするようになる。 

(5) 社会⽣活との関わり
家族を⼤切にしようとする気持ちをもつとともに，地域の⾝近な⼈と触れ合う中で，⼈との

様々な関わり⽅に気付き，相⼿の気持ちを考えて関わり，⾃分が役に⽴つ喜びを感じ，地域に親
しみをもつようになる。また， 幼稚園内外の様々な環境に関わる中で，遊びや⽣活に必要な情
報を取り⼊ れ，情報に基づき判断したり，情報を伝え合ったり，活⽤したりするなど，情報を
役⽴てながら活動するようになるとともに，公共の施設を⼤切に利⽤するなどして，社会とのつ
ながりなどを意識するようになる。



「幼児期の終わりまでに育っ てほしい姿」(6)〜(10)
(6) 思考⼒の芽⽣え

⾝近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や仕組みなどを感じ取ったり，気付いたりし，考
えたり，予想したり，⼯夫したりするなど，多様な関わりを楽しむようになる。また，友達の
様々な考えに触れる中で，⾃分と異なる考えがあることに気付き，⾃ら判断したり，考え直した
りするなど，新しい考えを⽣み出す喜びを味わいながら，⾃分の考えをよりよいものにするよう
になる。 

(7) ⾃然との関わり・⽣命尊重
⾃然に触れて感動する体験を通して，⾃然の変化などを感じ取り，好奇⼼や探究⼼をもって考

え⾔葉などで表現しながら，⾝近な事象への関⼼が⾼まるとともに，⾃然への愛情や畏敬の念を
もつようになる。また，⾝近な動植物に⼼を動かされる中で，⽣命の不思議さや尊さに気付き，
⾝近な動植物への接し⽅を考え，命あるものとしていたわり，⼤切にする気持ちをもって関わる
ようになる。 

(8) 数量や図形，標識や⽂字などへの関⼼・感覚
遊びや⽣活の中で，数量や図形，標識や⽂字などに親しむ体験を重ねたり，標識や⽂字の役割

に気付いたりし，⾃らの必要感に基づきこれらを活⽤し，興味や関⼼，感覚をもつようになる。 
(9) ⾔葉による伝え合い 
先⽣や友達と⼼を通わせる中で，絵本や物語などに親しみながら，豊かな⾔葉や表現を⾝に付

け，経験したことや考えたことなどを⾔葉で伝えたり，相⼿の話を注意して聞いたりし，⾔葉に
よる伝え合いを楽しむようになる。 

(10)  豊かな感性と表現
⼼を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で，様々な素材の特徴や表現の仕⽅などに気付

き，感じたことや考えたことを⾃分で表現したり，友達同⼠で表現する過程を楽しんだりし，表
現する喜びを味わい，意欲をもつようになる。 



（4）道徳性・規範意識の芽⽣え

友達と様々な体験を重ねる中で，してよいこ
とや悪いことが分かり，⾃分の⾏動を振り返っ
たり，友達の気持ちに共感したりし，相⼿の⽴
場に⽴って⾏動するようになる。また，きまり
を守る必要性が分かり，⾃分の気持ちを調整
し，友達と折り合いを付けながら，きまりをつ
くったり，守ったりするようになる。 



中教審「幼児教育部会における取りまとめ」より



中教審「幼児教育部会における取りまとめ」より



幼保⼩の架け橋プログラムの実施に向けての⼿引きの参考資料（初版より）



幼児教育において育みたい資質・能力

についての理解をさらに深めるために！



今後の幼児教育の教育課程、指導、評価の在り方に関する有識者検討会（第4回）

幼児教育と小学校教育との接続を指向し、
幼児教育の可視化・言語化を進めた

カリキュラム研究の取組から見えてきたこと

令和6年3月11日（月）

神戸大学附属幼稚園 副園長 田中孝尚

tanaka4@kobe-u.ac.jp



現在に
⾄るまで

【平成29〜
31年度】

⽂部科学省 研究開発学校
幼稚園と⼩学校の円滑な接続に資す
る、⼦どもの学びに着⽬した、幼児
教育と⼩学校教育９年間を⼀体とし
てとらえた教育課程の⼤綱となる
「初等教育要領」の充実

【平成25〜
28年度】

⽂部科学省 研究開発学校
幼稚園と⼩学校の円滑な接続に資す
る、⼦どもの学びに着⽬した、幼児
教育と⼩学校教育９年間を⼀体とし
てとらえた教育課程の⼤綱となる
「初等教育要領」の開発

【平成22〜
24年度】

⽂部科学省 研究開発学校
幼稚園教育と⼩学校教育の接続期に
おける円滑な接続のための新分野創
設に向けたカリキュラムと指導⽅法
等の研究開発

【平成12〜
14年度】

⽂部科学省 研究開発学校
社会を創造する知性・⼈間性を育む
ことをめざした新しい教育システム
の開発

【平成5
〜7年度】

⽂部省 研究開発学校
学習主体としての⼦どもを⽀援する
１２か年の教育課程の開発
〜総合・探求学習を核にした幼稚園・⼩学
校・中学校の連携研究の試み〜 

幼稚園入園から中学校卒業までの子どもの学びの過程を

整理し「学びの一覧表」を作成

※「学びの一覧表」とは、本校園の幼小中の全教師が、日々の実践か
ら「子どもの事実」、「解釈」、「学び」を「学びのカード」に書
き綴り、3歳（幼稚園年少児）から14歳（中学校3年生）までの総
数約6,000に及ぶ「学びのカード」を分類・整理し、ボトムアッ
プで一覧表にまとめていったものであり、本校園における子ども
の学びを体系化したもの。

10の方向と40の道筋で幼児教育を可視化し、幼小をつ

なぐ幼児期のカリキュラムを提案（『神戸大学附属幼稚
園プラン』）

※10視点により幼児期の教育においてめざす方向を示し、40下位項
目という詳細な観点毎に、入園から修了までの３年間の子どもに
期待する学びの道筋を、ねらいの道筋として示し 、「10視点カリ
キュラム」の取組を深める。日本の幼児教育現場において実現可
能な様々なドキュメンテーションの取組も提案。

⽂部科学省 研究開発学校としての取組より

9年間を一体として捉えた教育課程の大綱となる「初等教

育要領」の開発と充実を進め、「資質・能力カリキュラ
ム」を提案（『新神戸大学附属幼稚園プラン』）

※本プランは、資質・能力のフィルターを通して、「10視点カリキュ
ラム」を見直したものであり、詳細な資質・能力の観点を有するカリ
キュラムである。なお、開発・充実した本園の教育課程及び指導計画
は、実践データとしての実践記録及びドキュメンテーション等を根拠
としたカリキュラム・マネジメントの過程までも公開。カリキュラ
ム・マネジメントを継続し、保育者の資質向上と保護者の幼児教育
への理解促進を同時に実現する仕組みをあわせて提案。

幼児教育現場において、⼦どもの学びを⾒取る観点としても、ねらいの観
点としも使いやすく、⼩学校の教師にとっても理解しやすい詳細な資質・
能⼒の観点を整理すべく、実践記録を集積し、検討を重ねている。
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社会的資質・能⼒

⼈格形成の基礎となる資質・能⼒

固有的資質・能⼒

知性につながる資質・能⼒

汎⽤的資質・能⼒

思考⼒

学びに向かう⼒・⼈間性等

知識・技能
の基礎

思考⼒・判断⼒・表現⼒
の基礎

上記はそれぞれ親和性が高い資質・能力であると考え
る。
一方で、「表現力」については、本園が見出した資質・
能力では「固有的資質・能力」の一つと位置付けている
のに対し、文部科学省より示されている資質・能力では
「思考力・判断力等」と同じまとまりに位置付けられて
いるなど、相違点も見られる。このような共通点や相違
点を明確にしながら、５領域に替わる資質・能力の観点
からのねらいの枠組みを提案していきたいと考えてい
る。

「社会的資質・能力」と「学びに向かう力、人間性等」
「固有的資質・能力」と「知識や技能の基礎」
「汎用的資質・能力」と「思考力・判断力・表現力等の基礎」

⽂部科学省により⽰されている資質・能⼒

学びを⾒取る観点、ねらいの観点として使い
やすく、⼩学校の教師にとっても理解しやす
い詳細な資質・能⼒の観点を⾒出したい



神戸大学附属幼稚園の幼小を接続する資質・能力カリキュラムは、各地の市町単位で
も園単位でも、教育研究の充実、教員の資質向上に向けて様々な形で活用されている

【兵庫県教育委員会 幼小の円滑な接続推進事業（令和2年まで）、幼児期と児童期の円滑な接続推進事業(令和3年度から) 】 平成30年度

三木市立三樹幼稚園、令和3・4年度 播磨町立播磨西幼稚園、令和3・4年度 赤穂市立尾崎幼稚園

【高砂市教育委員会、高砂市幼児保育課研修会】 平成30年度から現在に至る

【神戸市子ども家庭局幼保事業課】 平成30年度から現在に至る 公立保育所保育士研修

【新温泉町認定こども園職員研修】 平成30年度から現在に至る

【川西市教育委員会】 令和元〜3年度 川西市幼児保育研究部会、令和元年度から幼小接続研修など

【尼崎市幼稚園教育研究会】 令和2〜5年度 尼崎市立幼稚園全9園（尼崎市立塚口幼稚園、尼崎市立園和北幼稚園、尼崎市立園田幼稚園、
尼崎市立武庫幼稚園、尼崎市立竹谷幼稚園、尼崎市立大島幼稚園、尼崎市立小園幼稚園、尼崎市立長洲幼稚園、尼崎市立立花幼稚園）

【朝来市教育委員会事務局こども育成課幼児教育研修会（朝来市教育研修所指定研究）】 令和3・4年度 朝来市立生野こども園、令和4・
5年度 朝来市立大蔵子ども園、令和5・6年度 朝来市立糸井子ども園）

【その他】赤穂市、相生市、たつの市、宍粟市、姫路市、加西市、加古川市、播磨町、明石市、神戸市、三木市、川西市、各地の民間園など

① 事実を基に捉えた子どもの学びを根拠とする詳細な資質・能力の観点

② 保育を構造的に思考し、子どもの資質・能力の発揮、伸長を自覚的に支える保育力
を醸成する指導案フォーマット

③ 遊びや生活の中の子どもの学びの過程を可視化し、子どもと保育者、保護者間でこ
どもの学びの過程を共有するドキュメンテーションの様々な試み

④ 子どもが互いに影響を及ぼし合いながら学びに至る過程を分析的に捉え、保育者の
資質向上及びカリキュラム改善に資する実践記録フォーマット

⑤ 遊びや生活をまとまりとして捉える長期指導計画

⑥ 子どもと共に教師も学び合う幼小合同学習の取組 など



幼児教育を考える研究会（神戸大学附属幼稚園）

19︓10〜19︓30 研究会の趣旨説明
9︓30〜11︓30 保育参観及び記録
11︓30〜12︓10 「学びのカード」記⼊
13︓10〜14︓45 グループ協議
15︓00〜15︓30 全⼤会
15︓30〜16︓30 講話

平成14年度から実施している「参加型研修会」

総合的に指導しようとすれば、
様々な観点から学びを捉えられる
ことが不可⽋であり、様々な観点
から学びを捉えるためには、詳細
な観点があることが有効

平成28年度まで：10視点カリキュラム

平成29年度：幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿（10の姿）

平成30年度から：資質・能力カリキュラム

詳細な観点を活用し、事実を基に遊びや生
活の中の豊かな子どもの学びを捉える。



幼児教育を考える研究会（神戸大学附属幼稚園）

19︓10〜19︓30 研究会の趣旨説明
9︓30〜11︓30 保育参観及び記録
11︓30〜12︓10 「学びのカード」記⼊
13︓10〜14︓45 グループ協議
15︓00〜15︓30 全⼤会
15︓30〜16︓30 講話

各園、各地域に研修の方法を持っ
て帰っていただくために、様々な
研修を深める道具や研修方法を提
案している。



幼児教育を考える研究会（神戸大学附属幼稚園）

19︓10〜19︓30 研究会の趣旨説明
9︓30〜11︓30 保育参観及び記録
11︓30〜12︓10 「学びのカード」記⼊
13︓10〜14︓45 グループ協議
15︓00〜15︓30 全⼤会
15︓30〜16︓30 講話

グループ協議の方法も提示し、思い込みや先入観で保育を

語らず、事実に基づいた子どもの学びをもとにカリキュラ
ムを改善する知見を見出し、カリキュラムを改善する神戸

大学附属幼稚園のカリキュラム・マネジメントの一連の仕
組みを体験する機会を通じて、参加者が共に学び合うこと
を大事に実施している。



本日の研究会を通して、事実と解釈
を分けて子どもの学びをとらえること
は、意味があると感じた。

本日の研究会を通して、資質・能力
が詳細で明確になっていることは、保
育の充実につながると感じた。

本日の研究会を通して、一つの遊び
の中に、様々な資質・能力を発揮、伸
長する姿を見取ることができると感じ
た。

グループ協議を通して、様々な考え
に触れることで自分自身の学びにつ
ながった。

令和5年度

幼児教育を
考える研究会

神戸大学附属幼稚園

アンケート結果
一部項目を抜粋



本日の研究会を通して、資質・能力が詳細で明確になっていることは、保育の充実につながると感じた。
「あてはまる」、「ややあてはまる」を選ばれた理由（※一部抜粋）

• 子供の姿から学びをとらえ、それがどんな資質能力につながるかがわかりやすいと思いました。
• 詳細になることで、今の幼児の育ちに応じた必要な援助や環境の構成をより具体的に考える手立てとなる
• 幼児の何を支えたくて援助しているのかが分かり、そのための環境や援助がより明確になる。また、教師
の意識できていなかった資質・能力があることに気づき、教師の資質向上につながり、保育の充実につな
がると感じる。

• あの表に合わせて子どもを見取る力がまだ弱いので、確信は持てていませんが、子どもがどのような方向に
向かって育っているのかがより明確になるとともに、明確になることで、教師の援助や環境の構成なども
しやすくなると思います。

• 今、幼児たちにどのような資質能力が育っているのか考えたり、話し合ったりしやすいと感じた。
• 詳細になっていた方がよりこども達の主体性を支えていける保育に見通しがもてると感じたため、
• 10の姿をより具体的に考えたり、小学校や保護者への保育の可視化、連携にも分かりやすく良いと思った。
• 資質 能力が詳細で明確になっていることは、しっかりと学びや解釈、教師の意図が見えてくると思った。

• 資質・能力が詳細、また学年ごとの教育課程と繋がって書かれていることで、より具体的に子供の学びを考
えることにつながり、今日だけでも幼児理解が深まったと感じたから

• 今、何が育とうとしているのか、細かく読み取ることができるから。
• 保育記録において、どこをどう記録するかで悩むことがあるが、視点をもっておく
ことで課題や必要な配慮についても意識して保育することができるため

• 明確な物がないとあやふやになりやすい為。
• 具体的な言葉で示されることで保育をふりかえり、進めていきやすい
• 保育の見方や考え方を整理し、客観的に示す時によりわかりやすいと思うから。
• 資質・能力が詳細で分かりやすいので、保育のねらいをピンポイントに定められる。
• ねらいに対しての環境構成、援助配慮がより深く丁寧に設定することができる。
• その日の遊びの中の学びを、資質・能力にひも付けて考えることができる。また、
一人一人が何を学んでいるのか、何を学ばせたいのかが明確になり、次の保育へ
と繋がっていくと考えた。

• 職員同士で何を育てたいのか、今は何が必要なのかを共通理解するうえで、詳細
に分けてあるとわかりやすいと思いました。ただ覚えるのが大変なのかな？とも
思いました。 3要領、指針のねらい・内容の数と比べると決して多くはない



神戸大学附属幼稚園で取り組み、地域の保育者や一般の保護者、
小学校の先生方にも共感してもらえたことから主張したいこと

Ø 資質・能力を育むという考え方になった今、子どもの学びを見取る観点も、ねらい
の観点も全て資質・能力の観点に統一することが、全ての人にとって理解しやすく
なると考える。

Ø ３つの資質・能力の大きな枠組みはそのままに、さらに詳細な資質・能力の観点か
ら要領・指針のねらいを整理し、明確に示していくことを提案したい。

Ø 上記のことにより、次に示す効果があると考える。

• 幼児教育において、さらに資質・能力の考え方が浸透する。

• 遊びや生活の中で資質・能力が豊かに発揮・伸長されていることをよりよくわか
りやすく発信しやすくなる。

• 小学校において、資質・能力の3観点で評価しているため、小学校の教師にも、幼
児教育が理解しやすくなり、幼小における子どもの学びの見取り方や指導方法等
の相互理解の深化が図れる 。

Ø 神戸大学附属幼稚園としても、地域の保育者と共に、本園において見出している資
質・能力を精緻に検討し、幼児教育において育みたい資質・能力を明らかにしてい
く方向で教育研究を継続していきたい。

Ø ３要領・指針と小学校学習指導要領の用語について、用語が同じであれば同じ意味
で使うようにし、幼児教育に独自なものは、別の用語に変えると幼児教育と小学校
教育でのカリキュラムづくりにおいても言葉の認識によるズレを防ぎ、相互理解を
促進することに資すると考える。（例えば、幼児教育における「内容」と小学校に
おける「内容」の違い）



神戸大学附属幼稚園の研究開発学校の取組に研究協力（参画）

資質・能力の具体の観点を活用する

ドキュメンテーション

（もしくは園だより）で使う

子どもの学びや育ちを発信す
る際に、観点を使用していな
かったり、10の姿や５領域
等を活用していたりしたとこ
ろに、神戸大学附属幼稚園の
見出している資質・能力の具
体を使ってみる

指導計画（短期）で使う

環境の構成や教師の援助の一
つ一つの「意図」にも「行
為」にも資質・能力の具体を
意識して記述する

（可能であれば、ねらいを立てる際
にも資質・能力の具体を意識する）

二つのうちのどちらかもしくは両方

アンケートへの回答
可能であれば、令和8と9年度の両方、難しければどちらか



ドキュメンテーション
で活⽤する

〜実践例を⾒ながら〜



指導案で活⽤する



幼児の主体性と教師の意図
環境を通して⾏う教育は、

幼児の主体性と教師の意図がバランスよく絡み合って成り⽴つ

幼稚園教育が⽬指しているもの
× 幼児が⼀つ⼀つの活動を効率よく進めるようになること
○ 幼児が⾃ら発達に必要なものを獲得しようとするようになること

× いろいろな活動を教師が計画したとおりに、全てを⾏わせることにより育てられる
ものではない

○ 幼児⾃ら周囲の環境に働き掛けて様々な活動を⽣み出し、それが幼児の意識や必要
感、あるいは興味などによって連続性を保ちながら展開されることを通して育てら
れていく

× 教師主導の⼀⽅的な保育の展開
○ ⼀⼈⼀⼈の幼児が教師の援助の下で主体性を発揮して活動を展開していくことがで

きるような幼児の⽴場に⽴った保育の展開

× 「幼児をただ遊ばせている」だけでは教育は成り⽴たない
○ ⼀⼈⼀⼈の幼児に今どのような体験が必要なのだろうかと考え、そのためにはどう

したらよいかを常に⼯夫し、⽇々の保育に取り組んでいく
活動の主体は幼児
教師は活動が⽣まれやすく展開しやすいように
意図をもって環境を構成

発達に必要な体験



「環境の構成」と「教師の援助」の⼀つ⼀つを⾔語化する際に
資質・能⼒を育む意識を⾼める

時間

意図には、⼦ども⾃⾝がどうなりたいと願っているのか、何を望んでいるのかを踏ま
え、どの資質・能⼒の具体の⽅向性を意識しているのかを⾔語化
⾏為には、思考⼒、判断⼒、表現⼒等を働かせることを⽀える⾏為を意識して⾔語化

教師の意図と⾏為をセットで記述



幼保⼩の架け橋プログラムの実施に向けての⼿引きの参考資料（初版より）



幼保⼩の架け橋プログラムの実施に向けての⼿引きの参考資料（初版より）

・アサガオの写真をしっかりと⾒ることができるように、児童
を教室の前に集め、⽬の⾼さで提⽰する。



幼保⼩の架け橋プログラムの実施に向けての⼿引きの参考資料（初版より）

◯興味や関⼼には個⼈差があるので、多くの児童が意欲的に取
り組めるよう、これまでの経験を問いかけるだけでなく、学
習環境も⼯夫する。



幼保⼩の架け橋プログラムの実施に向けての⼿引きの参考資料（初版より）

◯園などでは、植物を栽培する際にどうしていたか問い掛け、
経験を取り上げていくことで「これまでの経験が⼩学校でも
使える」という⾃信をもてるようにする。



幼保⼩の架け橋プログラムの実施に向けての⼿引きの参考資料（初版より）

◯児童の意⾒から、「めあて」や「学習計画」を設定し、⾒通
しをもてるようにすることで、主体的な学びの実現につなげ
る。



幼保⼩の架け橋プログラムの実施に向けての⼿引きの参考資料（初版より）

◯栽培への意欲に結び付けるようにする。



研究開発学校の取組に参画するメリット！

◯資質・能力への理解が深まる

◯日本の国の幼児教育の発展に関われる

◯幼児教育における遊びや生活の中に豊か
な学び（資質・能力の育ち）があること
を語る力がつく

◯資質・能力を育むことにつながる手立て
（環境の構成・教師の援助）が明確にな
り、自分自身が何をどのように考えて保
育をしているかを語る力がつく

ド
キ
#
メ
ン
テ
'
シ
)
ン
で
活
用

指
導
計
画
で
活
用



⽂部科学省 幼児教育担当指導主事・担当者及び幼児教育と⼩学校教育の接続に関する担当指導主事会議 令和7年5⽉29⽇(⽊)
「幼児期及び幼保⼩接続期の教育の質的向上について」⽂部科学省 幼児教課⻑ 前⽥幸宣⽒ 資料より抜粋



⽂部科学省 幼児教育担当指導主事・担当者及び幼児教育と⼩学校教育の接続に関する担当指導主事会議 令和7年5⽉29⽇(⽊)
「幼児期及び幼保⼩接続期の教育の質的向上について」⽂部科学省 幼児教課⻑ 前⽥幸宣⽒ 資料より抜粋



神⼾⼤学附属幼稚園鱳
研究開発学校鱳取組鱰
参画鱞鲐鱘鱭鲗通鱜鱫

各市町鱳架鱖橋鳏鳥鲨鳡鳘鱳取組鱰
役⽴鱫鱫鱉鱤鱥鱔鱭鱭鲇鱰

兵庫県鱐鲎要領鱳改訂鱰向鱖鱤発信鱰

鱡鱷参画鲗！





カリキュラム資料 神⼾⼤学附属幼稚園ホームページ参照



カリキュラム資料 神⼾⼤学附属幼稚園ホームページ参照

この部分は、「教育⽅針」
のところから教育課程資料
の該当部分を⾒ていただく
⽅が探しやすい。

この部分以外の短期の指導
計画やドキュメンテーショ
ン等については、サイド
バーの「研究成果物」のと
ころから（根拠資料）とつ
いている⽅の根拠資料で⾒
ていただけます。



カリキュラム資料 神⼾⼤学附属幼稚園ホームページ参照



 
 
 

考え方 方向性 

比較する 
対象を具体物やイメージなどと照らし合

わせ、差異点や共通点を見付け出す 

関連付ける 
対象を具体物やイメージなどと照らし合

わせ、結び付ける 

分類する 観点をもって、まとまりに分ける 

筋道立てる 論理を通して整理したり見通したりする 

理由付ける 原因や理由、根拠を見付ける 

具体化する 
対象をより具体的に捉えたり表したりす

る 

抽象化する 
対象を共通の特徴でまとめて捉えたり表

したりする 

焦点化する 注目するところを絞り込む 

評価する 観点をもって、対象への意見をもつ 

多面的に見る 対象を多様な観点から捉える 

批判的に考える 
思考・判断に必要な考えや情報の確かさを

疑う 

総合する 複数の考えを基に、考えをまとめる 

推論する 根拠を基に予想する 

発想する 
新たな考えを思い付いたり生み出したり

する 

 

神戸大学附属幼稚園 カリキュラムにおける観点（令和７年１０月現在） 

神戸大学附属幼稚園の資質・能力：生涯にわたってよりよく生きるために必要な心や体の働きであり、個別に取り出して育むものではなく、遊びや生活を通して総合的に育まれるものである。 
 

 

 
神戸大学 

附属幼稚園 

の資質・能力 

【資質・能力の具体のまとまり】 

方向性 
資質・能力の具体 方向性 

人
格
形
成
の
基
礎
と
な
る
資
質
・
能
力 

【自分の生き方】 

様々な関わり合いの

中で、自分を見つ

め、したいことやす

べきことを自分で決

め、よりよい生き方

を目指そうとする 

自ら決める・選ぶ 
興味・関心をもったり、目的や目標を定めたりして、好きになって関わったり、その実現に向けてやり遂げよう

としたりする 

充実感を得る 自分の頑張りや成長、思いが実現したことに、嬉しさや満足感、達成感を感じる 

気持ちをコントロールする よりよい方向に向けて、自分の気持ちに折り合いをつけようとする 

自分のことを知る 
自分に意識を向け、自分の思いや状態、性格、言動の意味などに気付いたり、それを認めたり大切にしようとし

たりする 

【人とのつながり】 

人と関わることを通

して、他者の思いや

考えに気付き、より

よい関係をつくろう

とする 

他者といる喜びを感じる 他者と関わる心地よさや嬉しさ、よさを感じて、つながりを大切にしようとする 

他者のことを知る 他者に関心をもち、思いや考え、個性を認めようとする 

自分のことを伝える 自分の思いや考えを伝えたいと思い、行動や言葉で伝えようとする 

他者のことを考えて行動する 他者に寄り添い、相手にとってよいと思うことをしようとする 

人と物事を進める 
人と共通の目的や目標に向かって、自分にできることをしようとしたり、見通しをもって必要なことを決めたり、

互いの役割を意識しながら責任を果たそうとしたりする 

知
性
に
つ
な
が
る
資
質
・
能
力 

【健やかな身体】 

身体の変化、周囲の

状況に気付き、健

康、安全に過ごそう

とする 

健康を保つ 健康の保持・増進に関心をもち、必要なことを考え、自分ができることをしようとする 

身を守る 自分の状態や周囲の状況に意識を向け、安全に過ごせるように考え、行動しようとする 

体の動きや感覚を磨く 
体の感覚や動きに意識を向け、諸感覚を豊かにしたり、体を動かす楽しさやいろいろな動きの感覚を味わったり、

状況に応じた体の使い方をしようとしたりする 

【ものの探究】 

自然やもの、事象へ

の感覚を豊かにし、

それらの性質や仕組

みを探ろうとする 

自然環境を見つめる 空や雲、土、天体などの自然環境に関心をもち、その美しさや不思議さを感じたり、畏敬の念を抱いたりする 

生き物・命を見つめる 動植物など命あるものに関心をもち、その美しさや不思議さ、命の尊さを感じたり、大切にしようとしたりする 

事物・現象を捉える 
身の回りのものの性質や特徴、ものやこと同士の関係性を感じたり、見出そうとしたり、捉えようとしたり、そ

の面白さや不思議さを感じたりする 

数・量や形、空間を捉える 
数・量や形、位置や向きなどの空間を感じて、関心をもったり意識を向けたりし、それらに対する感覚を豊かに

する 

【暮らしの創造】 

生活や文化、社会に意

識を向け、暮らしを豊

かにしていくために、

考え、行動しようとす

る 

場や状況を整える 場や状況の快適さや心地よさを感じ、整えたり作り出したりしようとする 

食を見つめる 
食べることや食べ物を育てたり加工したりすることの楽しさを感じたり、様々な食材や料理に関心をもち、食べ

ようとしたりいろいろな味を楽しんだりする 

資源の活用を見つめる 物や時間、労力などの限りあるものに意識を向け、効率的で無駄のない使い方を考え、大切に扱おうとする  

社会とつながりをもつ 施設や働く人の役割、社会の仕組みに関心をもち、自分の関わり方を考え、行動しようとする 

多様性を見つめる 多様な外見や性別、文化や価値観などに関心をもち、理解を深めたり認めたりしようとする 

【感動・想像の表現】 

思いやイメージが表さ

れているものから思い

を感じ取ったり、イメ

ージを広げたり、自分

らしく表すことを楽し

んだりしながら、感性

や創造性を豊かにする 

色や形に表す 
色への感覚を豊かにしたり、色や形、質感、それらによって表されたものを思いのままに感じたり、そこから想

像を広げたり、色や形、質感によって表す楽しさを感じたりする 

音に表す 
音への感覚を豊かにしたり、音によって表されたものを思いのままに感じたり、そこから想像を広げたり、音に

よって表す楽しさを感じたりする 

言葉に表す 
語彙や記号、言葉のつなぎ方、使い方を豊かに獲得したり、言葉によって表されたものを思いのままに感じたり、

そこから想像を広げたり、言葉によって表す楽しさを感じたりする 

体や動きに表す 
動作や表情、声の調子などによって表されたものを思いのままに感じたり、そこから想像を広げたり、動作や表

情、声の調子などによって表す楽しさを感じたりする 

演出・構成する 
設定や展開を思いのままに感じたり、色や形・音・言葉・体や動きによって表されたものや設定、展開が効果的

に生かされていることを感じたり、表したり実現したりしたいことに応じてそれらを効果的に活用する楽しさを

感じたりする 

「考え方」は、「人格形成の基礎となる資質・

能力」や「知性につながる資質・能力」と同時

に発揮、伸長される。 

意識しておきたい問題解決の思考のプロセス 

問題を認識する 

ある目的を達成するための問いを生む 
 

豊かに発想し、追求の手立てを構想する 

ある目的を達成するための方法を直感的・ 

論理的に考え、最適な考えを選ぶ 
 

実行し、その結果を基に判断する 

目的が達成されたかどうかその過程が適切

であったかどうかを評価する 
 


